
平成24年度第 8回  枯梗が丘自治連合会 議事録

日 時
平成 25年 2月 16日 (土)

19:30～ 21:10

所場 桔梗が丘公民館 大会議室

出  席  者

区長 ・自治会長 20名 。 01紙 記載)

欠 席 小坂、中谷 (一)、河嶋、矢頭。

自治連合協議会 大垣目1会長 (総務委員長)。

事務局 ・山中、松村。

「名張市において望まれ

る地域医療に関する調査

研究事業」に係るアンケ

ー ト調査実施について

上回昌1代表幹事が司会を務め会議が始まった。

辻森代表幹事の開会挨拶の要旨。

「2月 に入り年度末が近付き、各地区とも地区役員の選出や引

継ぎでお忙しい中、名張市からの各種委員の推薦等もあります

がよろしくお願いしますJと 述べた。

名張市健康福祉部の西島室長から、「名張市において望まれる

地域医療に関する調査研究事業」に係るアンケー ト調査実施に

ついて■llね次のように説明し、協力依頼があった。

今回のアンケー ト調査は二重大学が実施主体となり、名張市

が協力する共同研究事業です。

1 目的は名張市で地域医療を進めるにあたって、諸問題

を明らかにし、そのためにどう対応すべきかを考える

というものです。

2 アンケー トの内容は①かかりつけ医の状況②医療に関

する不安度③健康について④その他地域医療に関する

ことを予定しています。

3 調査の対象は名張市内在住の20歳 以上の男女 3, 0

00人 で回収目標は90%で す。そのために地域づく

り委員会に配布と回収の作業協力をお願いすることに

なりました。謝金として 1件 300円 を支払う予定を

しています。

4 調査期間は3月上旬から下旬の予定で、各地区の公民

館に用紙を配布します。回収したアンケー トは公民館

に届けて下さい。



2 アンケー ト用紙の作成は3月 5日 に間に合うよう努力

します。

辻森代表幹事から、「名張市における地域医療は大変重要な

課題の一つであると思うので、このアンケー ト調査には皆さん

のご協力をお願いしたいJと 述べた。

く要望>

1 地域医療の重要性は理解しているので、アンケー ト用

紙の作成にあたつてはその目的等について、より踏み

込んだ内容をiJlり込んだものとして頂きたい。

2 アンケー トの結果については、そこから浮き彫りにな

つた課題、その具体的な対応策も合わせて書面をもつ

て自治会長 ・区長にお知らせいただきたい。

「「

'肇

曇曇署名人   1 引き続き辻森代表幹事が議長となり、審議に入つた。

自治連合協議会規約第46条 第 2項の規定により、議事録署

名人に古川正規氏、山村哲生氏を選任し承認された。

2 報告事項

(1)平 成 25年 度ゆめ 1 山中事務局長から、名張市からの平成 25年 度ゆめづくり地

づくり交付金について  1域 交付金について、別添え資料に基づき概ね次のような報告が



(2)二 重県立名張新高

校 (仮称)の 設置場所に

ついて要望書提出につい

て

(3)「 成功事例にみるま

ちづ くりJ講 演会開催 に

ついて

あつた。

平成 25年 度のゆめづくり地域交付金が決定した旨、名張市

より連絡を受けました。結梗が丘地区への交付金の総額は 14,

974, 000円 となつており、前年比 14, 400円 の減、

率にして99 9%で す、各自治会 区へ配分される加算額 (コ

ミュニティ活動費)算 定表も配布資料に記載をされています。

ご確認いただき、新年度の予算策定の資料としていただきたい

旨を述べた。

辻森代表幹事から、二重県教育委員会がかねてから計画して

いる渚張市内2高校の統合問題に関して、去る、2月 4日 に自

治連合協議会の辻森会長、上国副会長、福森監事の3名 が二重

県庁を訪れ、真伏教育長並びに鈴木知事に要望書を提出した.

その内容は配布資料に記載されているように、統合後の新高

校は、この桔梗が丘地区に設置をしていただきたい旨を要望し

たものです。詳細については経過を含めた経緯書を参照してい

ただきたいと述べた。

統合問題の今後の予定は、本年3月末には新しい設置場所が

決定する旨を聞き及んでいると述べた。

出席者から、こうした要望の提出は大変重要と考えます。こ

うした行動に敬意と感謝を表す旨の発言があつた。

大垣協議会冨1会長 (総務委員長)か ら、「今月地域回覧をお願

いしましたが、来週の2月 23日 (■)に第 2回協議会主催の講

演会を 「成功事例にみるまちづくりJと 題して開催します。講

師は四曰市大学の岩崎恭典教授です。お忙しいと思いますが全

員の方の出席をおねがいしますJと 述べた。

辻森代表幹事から、「名張市が毎年実施している、「名張クリ

ーン大作戦2013Jの 開催要領が決定しました。各自治会長

区長宛にも別途に案内状が郵送されていると思います。自治連

合協議会の快適環境部会でも参加予定していますが、各地区単

位でもできるだけ参加をして下さい.6月 2日 (日)以 外に実

施される場合は、協議会に連絡をいただければ、参加者に対す

る粗品を準備します。皆さんのご協力をお願いしますJと 述ベ

た。

(4)「名張クリーン大作

戦 20 1 3J への参カロに

ついて



(5)「 救急医療情報キッ

トJの 中込書各戸配布 に

ついて

(6)「個人情報保護 (改

定版)Jの 仕組みについて

(7)"ほ つとまち"プ ロ

ジェクトの進捗状況につ

い■〔

(8)ガ ス管劣化による

(道路 ・敷地内)のガス漏

れ注意について

辻森代表幹事から、「名張市社会福祉協議会が実施している

「救急医療情報キットJの 配布事業は、既に各地区の民生委員

が対象者の方に案内をされていますが、各地区内で希望する方

に対する周知を徹底するために、回覧を実施したら良いと考え

ました。その回覧の見本のコピーを配布しているので参考にし

て、各地区で取り組んでいただきたい」と述べた。

山中事務局長から、各地区で作成される回覧は案文をいただ

ければ公民館で作成する旨を述べた。

辻森代表幹事から、「個人情報保護 (改定版)に 関する講習会

に参力Πをしてきました。その資料を公民館に保管をしているの

で閲覧が・J能です。各自ご利用下さい。又各市町村、団体でも

それぞれ個人情報保護の規定を設けていると思 うので合わせて

見ていただきたいJと 述べた。

上回高1代表幹事から、「我々に関することで、地区の4簿 の作

成については、本人の同意のもとであれば問題ないとのことで

した (llし会員が 5, 000人 以下)Jと 述べた.

辻森代表幹事から、"は つとまち"プ ロジェクトの進捗状況に

ついて次のような報告があった。

1 ふれあい茶房は、委員が熱心に検討をすすめ、各委員の

役割分担を決めて作業に入つています。もう少し具体化した所

でさらに報告をします。

2 子どもたちと地域の絆づくり事業は、先日地域の小 ・中

学校長、PTAの役員に集まつていただき、我々の考えている 「あ

そびつくすJと 「花いっばい運動」の進め方をnll明しました。

その結果、皆さんに賛同をいただき、今後の事業に加わつて

いただく具体的な方向付けをしていきます。次回は4月 6目

(t)に 会議を開く予定になっています。

3 この 2つ のプロジェクト事業に関するゆめづくり協iJl事

業交付金 200万 円が決定した旨、名張市より通知がありまし

た。

辻森代表幹事から、「最近、桔梗が丘地域でガス漏れの情報が

あるようです。そこで注意喚起のFnl覧を3月 に行いますのでご

協力くださいJと 述べた。



(9)古 い看板(駅前 公

民館)の新 しい標語 (案)

の提案について

(10)名 張市防災講演

会及びワークショップ研

修会の開催について

辻森代表幹事から、「桔梗が丘駅前と公民館に設置されている

看板が老朽化 しているので、新しい標語に変えたいと考えてい

ます。良案をお持ちの方は公民館までお報せ下さいJと 述べた。

引き続き、出席者から関連した問題で、地域の街路灯、防犯

灯でも老朽化が日立っている。市側の対応も遅いので良い方策

はないかとの意見があつた。

この問題については、基本的には各地区の対応になるが、状

況によっては全体の他の問題 としてとらえ行政側に申し入れる

ことになった。

「辻森代表幹事から、「名張市防災講演会が 3月 9日 (土)に

開催されます。自由参加でので、都合のつく方は是非出席をし

てください。翌日の 10日 (日)のワークショップ研修会はプロ

ック単位で申込みが・
j能です。希望のブロックは公民館まで 3

人連名で中し出ていただきたいJと 述べた。

山中事務局長から、平成 25年 度の自治会 ・区の役員届出書

類の提出について、概ね次のような説明があつた。

1 提出書類は6種 類です。但し (1)基 礎的コミュニティ

ー代表者届け、(2)桔 梗が丘自治連合協議会 評議員選出届は

変更のある地区のみ提出する。

2(3)基 礎的コミュニティー役員名簿 (4)自 主防災隊 (4ヽ

隊)組 織図 (5)募 金等の予算化対応について (6)戸 数

組数の変更等について、の各書類の提出期限は4月 20日 (■)

です。

松村事務局次長から、「昨年末にお世話をかけました平成 24

年度共同募金の各地区への配分金が届きましたので、本 国会議

終了後お渡しをいたします」と述べた。

その他

(1)平 成 25年 度の自

治会 ・区の役員届出書類

の提出について

(2)平 成 24年 度共同

募金の各地区への配分金

の交付について

(3)そ の他     | く地域の防犯灯、街路灯の照明について>

地域の防犯灯、街路灯 1 辻森代表幹事から、防犯灯の照明にESCO事 業(環境を損なう

の照明について     |こ となく省エネルギーを実現し、その効果を保証する事業)を利

用してはどうかと考えています。その概要について説明をした



「陽だま

上について

て

りJの 回覧廃

後、更に検討を重ね、改めて各自治会 (区)長に案内をする旨を

述べた。

引き続き、既にLED照明を防犯灯に導入している南第 1区の

猪原区長から、その内容の紹介があった。

1 防犯灯のサークル蛍光管23台 をLEllに交換しスター ト

したが、残りの26台 の蛍光管も切れることが多く、住民が

寄って話し合いをした結果、今て交換した。費用も電気代を

含めて安くなった。さらに、LEDの費用もここ近年安くなっ

てきている。

2 工事は地元の電気工事店でも取り扱っている。

3 中部電力に申告が必要です。

以上の報告の後、総合的にさらに検討を進め、各自治会 区

で対応することになつた。

辻森代表幹事から、「地区の民生委員が毎月発行し、地区回覧

をしている 「陽だまり」を新年度の4月 から廃11する旨報告が

あった。その理由は、健康推進部会の 「桔梗が丘げんき通信J

及び広報誌 「ききょう通信Jで 対応できる。又公民館に設置す

る部数も増やす予定をしている。地区内で購読希望者の方があ

る場合は、民生委員さんまで連絡して下さい」と述べた。

辻森代表幹事から、先月依頼のあった消防団員の募集に今一

度協力をお願いする旨を述べた。

以上で議事は終了した。

消防団員の募集につい

議 長

議事録署名人

議事録署名人

次回開催予定 平成 25年 3月 16日 (土)

19時 30分 から

桔梗が丘公民館 大会議室


